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◯ア 1＋9 2＋8 3＋7 3＋7 4＋6 5＋5とつくり、1 2 4が余る。
◯イ 1＋9 2＋8 3＋7 4＋6 5＋5 1＋2＋7とつくり、3 4が余る。
◯ウ 1＋9 2＋8 3＋7 3＋7 4＋6 1＋4＋5とつくり、2 5が余る。
◯エ 1＋9 2＋8 3＋7 3＋7 5＋5 2＋4＋4とつくり、1 6が余る。





実際の授業では、「せんせいが まちがって いれてしまった かあどは どれだろう」という発問の言葉を「せ
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かあどをぜんぶつかって、１０になるたしざんをつくりましょう。
1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 7 7 8 9
せんせいが まちがって いれてしまった かあどは どれだろう。



















つある組み合わせ(1＋9 2＋8 4＋6 5＋5 1＋2＋7 4＋3＋3で、7)を見つけた。
実践記録②あいとゆうせいの場合
課題１の場面で、このペアは、ゆうせいが主導権を握り、１０になる足し算をどんどん作っていき、はやい
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